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平
成
二
十
二
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

「
消
し
た
か
な
」 

　
あ
な
た
を
守
る 

　
　
　
　
　
　
合
言
葉 

　
第
二
二
回
全
国
消
防
操
法
大
会
が
一
一
月
一
二
日
（
金
）
午
前
九
時
か
ら
、
愛
知
県

蒲
郡
市
の
「
蒲
郡
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
」
で
、
口
蹄
疫
の
た
め
出
場
を
辞
退
し
た
宮
崎
、

鹿
児
島
両
県
を
除
く
全
国
四
五
都
道
府
県
の
代
表
が
参
加
し
、
開
催
さ
れ
た
。
本
県
か

ら
出
場
し
た
大
潟
村
消
防
団
は
、
「
ポ
ン
プ
車
の
部
」
で
見
事
第
六
位
に
入
賞
し
、
優

良
賞
を
獲
得
し
た
。
ま
た
、
高
木
茂
之
団
員
は
一
番
員
の
優
秀
選
手
に
選
出
さ
れ
た
。

大
潟
村
消
防
団
の
健
闘
を
讃
え
ま
す
。 
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潟
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大
潟
村
消
防
団
優
良
賞
（
第
六
位
）
受
賞 

　
高
木
団
員
（
一
番
員
）
優
秀
選
手
賞
受
賞 

■
出
場
団
員
の
一
言 

 
指
揮
者
・
菅
野
　
正
史 

二
度
目
の
優
勝
を
目
指
し

た
が
結
果
は
六
位
。 

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
は
残
念
。 

 

一
番
員
・
高
木
　
茂
之 

自
身
四
度
目
の
全
国
大
会
。

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
こ

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
成

績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

二
番
員
・
村
上
　
直
樹 

全
国
大
会
と
い
う
初
め
て

の
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
で

き
、
非
常
に
よ
い
経
験
を

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。 

三
番
員
・
佐
藤
　
友
能 

前
回
の
反
省
を
踏
ま
え
臨

ん
だ
が
勝
ち
た
い
気
持
ち

が
逆
に
緊
張
を
生
み
、い
つ

も
の
操
法
が
で
き
な
か
っ
た
。 

 

四
番
員
・
吉
原
　
　
忍 

二
度
目
の
出
場
だ
っ
た
が

こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ

た
。
今
後
も
全
国
に
通
用

す
る
操
法
を
目
指
し
た
い
。 

 

補
助
員
・
田
口
　
幹
雄 

優
勝
に
は
届
か
な
か
っ
た

も
の
の
自
分
た
ち
の
操
法

は
で
き
た
。
沢
山
の
方
々

の
支
え
に
感
謝
し
た
い
。 

 

 

　 都道府県　消 防 団　第１線　第２線　総得点 

 優　　勝 鳥 取 県 江 府 町 48.91 62.66 187.0 

  準 優 勝 長 崎 県 壱 岐 市 50.50 61.10 185.5 

  高 知 県 い の 町 49.60 61.45 182.5 

  茨 城 県 常 総 市 51.56 66.72 180.0 

  優 良 賞 長 野 県 富士見町  49.94 60.20 177.5 

  秋 田 県 大 潟 村 51.01 65.99 174.0 

  栃 木 県 上三川町 53.31 64.22 172.0 

  富 山 県 富 山 市 51.12 60.64 170.5 

  福 岡 県 須 惠 町 49.48 64.03 169.5 

  静 岡 県 富 士 市 51.97 62.58 169.5 

　 都道府県　消 防 団　　　氏　　　　名 

 指 揮 者 北 海 道 旭 川 市 高　倉　　　忠 

 １ 番 員 秋 田 県 大 潟 村 高　木　茂　之 

 ２ 番 員 鳥 取 県 江 府 町 森　田　祐　基 

 ３ 番 員 鳥 取 県 江 府 町 北　村　勇　介 

 ４ 番 員 鳥 取 県 江 府 町 篠　村　友　紀 

 ＊「小型ポンプの部」の成績表は３ページに掲載 

第22回全国消防操法大会成績表 
〔ポンプ車の部〕 
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ポ
ン
プ
車
の
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会 

　
平
成
二
二
年
度
全
県
消
防
団
長
研
修
会

が
一
一
月
二
五
日
（
木
）
午
後
二
時
か
ら
、

秋
田
市
の
「
ル
ポ
ー
ル
み
ず
ほ
」
で
消
防

団
長
、
消
防
長
ら
五
八
名
が
参
加
し
、
開

催
さ
れ
た
。 

　
研
修
会
は
、「
機
能
別
消
防
団
員
・
分
団

制
度
の
導
入
」
を
主
要
テ
ー
マ
に
進
め
ら

れ
、
消
防
庁
国
民
保
護
・
防
災
部
防
災
課

の
神
村
典
浩
主
査
、
消
防
庁
消
防
団
員
確

保
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
松
山
市
消
防
団
の
石

丸
ち
え
み
団
員
の
講
演
が
行
わ
れ
た
後
、

出
席
し
た
消
防
団
長
や
消
防
長
に
よ
っ
て
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。 

      

　
　
　
　
　
　
　
総
務
省
消
防
庁  

　
　
　
　
　
　
　
国
民
保
護
・
防
災
部
防 

　
　
　
　
　
　
　
災
課
消
防
団
係 

　
　
　
　
　
　
　
主
査 

神
村
　
典
浩
様 

■
団
員
確
保
の
た
め
の
消
防
庁
の
取
組 

○
消
防
団
に
入
団
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
「
機
能
別
団
員
・
分
団
制
度
」

を
平
成
一
七
年
度
よ
り
導
入    

○
企
業
と
消
防
団
と
の
連
携
強
化
を
図
る

た
め
、「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」

を
平
成
一
八
年
度
よ
り
導
入   

○
団
員
募
集
を
全
国
的
に
展
開
す
る
た
め
、

「
消
防
団
員
入
団
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
平
成
一
八
年
度
よ
り
実
施 

○
消
防
団
員
確
保
の
支
援
・
助
言
を
行
う

「
消
防
団
員
確
保
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
派

遣
を
平
成
一
九
年
度
よ
り
実
施  

■
機
能
別
団
員
制
度
の
導
入
状
況 

　
　
　
　（
平
成
二
二
年
四
月
一
日
現
在
） 

　
導
入
市
町
村
数
　
一
七
五
市
町
村 

　
機
能
別
団
員
数
　
七
，
七
〇
六
人 

■
基
本
団
員
と
機
能
別
団
員
と
の
比
較 

　
①
対
象
者 

　
　〔
基
本
〕
地
域
の
住
民
及
び
勤
務
者 

　
　〔
機
能
〕
基
本
団
員
と
同
じ 

　
②
役
割
・
活
動 

　
　〔
基
本
〕
原
則
と
し
て
全
て
の
消
防
団

　
　
　
　
　

活
動
に
参
加 

　
　〔
機
能
〕
各
消
防
団
で
特
定
の
役
割
・ 

　
　
　
　
　

活
動
を
設
定 

　
③
身
　
分 

　
　〔
基
本
〕
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務

　
　
　
　
　

員 

　
　〔
機
能
〕
基
本
団
員
と
同
じ 

　
④
処
　
遇 

　
　〔
基
本
〕
報
酬
・
出
動
手
当
・
公
務
災

　
　
　
　
　

害
・
退
職
報
奨
金
は
各
団
体

　
　
　
　
　

の
条
例
の
定
め
に
よ
り
支
給 

　
　〔
機
能
〕
基
本
団
員
と
同
じ 

　
　
　
　

＊
報
酬
を
基
本
団
員
よ
り
低
額

　
　
　
　
　

に
設
定
す
る
こ
と
は
可
能
。 

　
　
　
　

＊
日
額
に
す
る
こ
と
も
可
能
。 

   

　
　
　
　
　
　
　
総
務
省
消
防
庁
消
防
団 

　
　
　
　
　
　
　
員
確
保
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
松
山
市
消
防
団 

　
　
　
　
　
　
　
団
員 

石
丸
ち
え
み
様 

■
松
山
市
消
防
団
の
概
要 

　
定
数
　
二
，
四
五
一
人 

　
実
員
　
二
，
三
六
七
人
（
一
一
月
一
日
） 

　
組
織
　
一
団
、
九
方
面
隊
、
四
〇
分
団 

■
松
山
市
消
防
団
の
団
員
確
保
の
状
況 

　
平
成
一
四
年
四
月
一
日 

　
　
　
女
性
消
防
団
員
を
採
用 

　
平
成
一
七
年
四
月
一
日 

　
　
　
郵
政
消
防
団
員
を
採
用 

　
平
成
一
八
年
四
月
一
日 

　
　
　
大
学
生
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
を
採
用 

　
平
成
一
八
年
一
二
月
一
日 

　
　
　
事
業
所
消
防
団
員
を
採
用 

■
郵
政
消
防
団
員
の
役
割 

　
災
害
時
＝
防
災
情
報
通
報
、
住
民
へ
の

　
　
　
　
　
避
難
情
報
提
供
、
避
難
誘
導

　
　
　
　
　
の
支
援
、
負
傷
者
の
救
護
、
警

　
　
　
　
　
戒
巡
視      

　
平
常
時
＝
消
防
広
報
活
動
等 

■
大
学
生
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割 

　
災
害
時
＝
避
難
所
運
営
活
動 

　
　
　
　
　
情
報
伝
達
、
物
資
管
理
、
物

　
　
　
　
　
資
配
布
、
応
急
救
護
、
通
訳 

　
平
常
時
＝
消
防
広
報
活
動
、
救
急
指
導 

■
事
業
所
消
防
団
員
の
役
割 

　
①
就
業
時
間
内
で
は
、分
団
が
出
動
す
る

講
演（
一
） 

消
防
団
の
現
状
と 

　
　
　
　  

充
実
強
化
に
つ
い
て 

 

＝
機
能
別
消
防
団
員
・
分
団
制
度
の
導
入
状
況
等
＝ 

 

講
演
（
二
） 

松
山
市
消
防
団
の
取
組
み
に
つ
い
て 
機
能
別
消
防
団
員

機
能
別
消
防
団
員
・
分
団
制
度
を
討

分
団
制
度
を
討
議 
機
能
別
消
防
団
員

機
能
別
消
防
団
員
・
分
団
制
度
を
討

分
団
制
度
を
討
議 
機
能
別
消
防
団
員
・
分
団
制
度
を
討
議 
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災
害
に
出
動
し
消
防
団
活
動
を
行
う
。 

②
就
業
時
間
外
で
は
、
生
産
ラ
イ
ン
や

営
業
活
動
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
よ
う
な

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
出

動
し
、
消
防
団
活
動
を
行
う
。 

    

■
導
入
し
て
い
る
消
防
団
の
取
組
状
況 

鹿
角
市
　
平
成
一
九
年
四
月
導
入
。 

四
〇
人
（
団
員
充
足
率
の
低
い
地
域
を
対

象
に
、
地
域
の
企
業
か
ら
協
力
を
頂
く
「
企

業
チ
ー
ム
」
に
は
四
企
業
で
二
六
人
を
採

用
。
他
に
OB
団
員
一
四
人
を
採
用
） 

由
利
本
荘
市
　
平
成
二
一
年
六
月
導
入
。 

七
六
人
（
仕
事
の
た
め
、
昼
間
、
団
員
が

少
な
く
な
る
地
域
を
対
象
に
、
消
防
職
・

団
員
を
五
年
以
上
経
験
し
た
者
を
採
用
）              

に
か
ほ
市
　
平
成
二
〇
年
四
月
導
入
。 

二
三
人
（
団
員
の
減
少
で
班
活
動
の
停
滞

が
見
込
ま
れ
る
班
を
対
象
に
、
OB
団
員
二

一
人
を
「
支
援
団
員
」
と
し
て
採
用
。
他

に
水
防
技
術
の
継
承
を
目
的
と
し
た
「
水

防
支
援
団
員
」
二
人
を
採
用
） 

■
導
入
を
計
画
し
て
い
る
消
防
団 

秋
田
市
　
平
成
二
三
年
度
導
入
予
定
。 

主
な
対
象
は
大
学
生
、
OB
団
員
。 

大
仙
市
　
平
成
二
三
年
度
導
入
予
定
。 

対
象
は
OB
団
員
。 

意
見
交
換 

機
能
別
団
員
・
分
団
制
度
に
つ
い
て 

『平成23年出初め式（観閲）』の開催日時等 

第22回全国消防操法大会成績表 
〔小型ポンプの部〕 

機
能
別
消
防
団
員
・
分
団
制
度
を
討
議 

機
能
別
消
防
団
員
・
分
団
制
度
を
討
議 

松山市消防団の事業所消防団員火災出動 

  都道府県 消防団 タイム 総得点 

 優　　勝 兵　庫　県 福　崎　町 41.97 90.0 

 準 優 勝 岡　山　県 和　気　町 41.80 89.0 

  広　島　県 福　山　市 42.09 85.0 

  新　潟　県 新　潟　市 44.47 85.0 

 優 良 賞 山　口　県 山　口　市 42.74 84.5 

  宮　城　県 石巻市雄勝 43.30 83.0 

  愛　知　県 大　口　町 41.61 80.0 

  東　京　都 大　　　森 43.42 80.0 

  愛　媛　県 伊　方　町 42.61 79.5 

  福　島　県 南 会 津 町 43.08 79.5 

 鹿　角　市 4日 10：45～ 花輪ハミングロード大町（商店街）  

 小　坂　町 4日 11：30～ 康楽館前       

 大　館　市 5日  9：20～ 大館市大町中央通り     

 北 秋 田 市 4日  9：15～ 北秋田市合川地区      

 上小阿仁村 4日 10：30～ 健康増進トレーニングセンター前     

 
能　代　市

 5日  9：05～ （能代地区）畠町カモヤめがね店前 

    5日  8：30～ （二ツ井地区）二ツ井駅前通り      

 藤　里　町 4日  9：45～ 役場前    

 八　峰　町 5日  9：30～ 沢目駅前通り  

 三　種　町 4日  9：00～ 琴丘総合体育館  

 男　鹿　市 6日 13：00～ 秋田銀行男鹿支店前   

 潟　上　市 4日 11：00～ 天王総合体育館  

 五 城 目 町 4日  9：00～ 朝市駐車場  

 八 郎 潟 町 4日 13：30～ ローソン前～役場前  

 井　川　町 4日 10：00～ 農村環境改善センター  

 大　潟　村 6日 10：00～ ふれあい健康館  

 秋　田　市 5日 10：00～ 山王けやき通り 

 由利本荘市 5日  9：30～ 市役所前  

 に か ほ 市 5日 13：30～ 金浦体育館（式典のみ）  

 大　仙　市 5日 13：00～ 大曲市民会館駐車場  

 仙　北　市 6日  9：30～ 角館武家屋敷～角館交流センター 

 美　郷　町 4日 14：30～ プールパークみさと駐車場  

 横手市横手 6日  9：30～ 中央通り  

 横手市増田 4日 13：10～ 増田ふれあいプラザ駐車場  

 横手市平鹿 5日 13：00～ 平鹿生涯学習センター前   

 横手市雄物川 5日  9：50～ 雄物川体育館  

 横手市大森 5日  9：25～ 大森庁舎前  

 横手市十文字 5日  9：10～ 十文字幸福会館  

 横手市山内 5日  9：15～ 山内体育館  

 横手市大雄 5日 10：15～ 大雄庁舎前  

 湯　沢　市 5日 13：30～ 湯沢文化会館  

 羽　後　町 5日 13：30～ 羽後町総合体育館 

 東 成 瀬 村 4日 14：00～ 東成瀬中学校体育館  

消　防　団　　  日　　時　　　　　   場　　　　　所 
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平
成
二
二
年
度 

消
防
団
長
等
幹
部 

  

海
外
消
防
事
情
調
査（
ア
メ
リ
カ
コ
ー
ス
）に
参
加
し
て 

　
平
成
二
二
年
秋
の
叙
勲
及
び
第
一
五
回

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
が
一
一

月
三
日
（
水
）
に
発
令
さ
れ
た
。 

　
本
県
の
消
防
関
係
で
は
、
今
回
の
秋
の

叙
勲
で
二
五
名
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

で
九
名
の
方
が
受
章
さ
れ
、
一
一
月
四
日

（
木
）
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
秋
田
県
正

庁
で
、
知
事
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。 

　
ま
た
、
消
防
庁
長
官
の
伝
達
は
、
秋
の

叙
勲
が
一
一
月
一
〇
日
（
水
）
日
本
青
年

会
館
大
ホ
ー
ル
で
、
危
険
業
務
従
事
者
叙

勲
は
一
一
月
一
二
日
（
金
）
日
比
谷
公
会

堂
で
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
叙
勲
伝
達
後
、

皇
居
に
お
い
て
拝
謁
が
行
わ
れ
た
。
受
賞

者
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

   B

瑞
宝
双
光
章
（
二
名
） 

　
元
横
手
市
山
内
消
防
団 

　
　
　
団
　
　
　
長
　
下
夕
村
　
　
　
勳 

　
元
美
郷
町
消
防
団 

　
　
　
団
　
　
　
長
　
永
　
井
　
久
　
雄 

 B

瑞
宝
単
光
章
（
二
三
名
） 

　
元
藤
里
町
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
石
　
岡
　
盛
　
一 

　
元
河
辺
町
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
石
　
塚
　
　
純
一 

　
元
雄
和
町
消
防
団 

　
　
　
副
　
団
　
長
　
伊
　
藤
　
幸
　
司 

　
元
琴
丘
町
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
伊
　
藤
　

　
雄 

　
元
能
代
市
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
越
　
中
　
忠
一
郎 

　
元
由
利
本
荘
市
消
防
団 

　
　
　
副
　
団
　
長
　
遠
　
藤
　
　
　
満 

　
元
大
館
市
消
防
団 

　
　
　
副
　
団
　
長
　
小
　
坂
　
正
　
倫 

　
元
南
外
村
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
今
　
野
　
満
　
夫 

　
元
五
城
目
町
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
佐
　
藤
　
道
　
雄 

　
元
小
坂
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
清
　
藤
　
貞
　
夫 

　
元
山
内
村
消
防
団 

　
　
　
副
　
団
　
長
　
高
　

　
邦
　
生 

　
元
上
小
阿
仁
村
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
田
　
中
　
健
太
郎 

　
元
田
代
町
消
防
団 

　
　
　
副
　
団
　
長
　
田
　
村
　
政
　
一 

　
元
鷹
巣
町
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
千
　
葉
　
和
　
男 

　
元
増
田
町
消
防
団 

　
　
　
副
　
団
　
長
　
飛
　
澤
　
健
　
助 

　
元
羽
後
町
消
防
団 

　
　
　
団
　
　
　
長
　
野
　
口
　
久
　
勝 

　
元
大
森
町
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
平
　
野
　
恒
　
夫 

　
元
昭
和
町
消
防
団 

　
　
　
団
　
　
　
長
　
藤
　
　
　
武
　
雄 

　
元
神
岡
町
消
防
団 

　
　
　
団
　
　
　
長
　
細
　
谷
　
正
　
利 

　
元
秋
田
市
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
堀
　
　
　
濃
冨
雄 

　
元
男
鹿
市
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
松
　
橋
　
春
　
光 

　
元
協
和
町
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
山
　
上
　
　
　
昇 

　
元
本
荘
市
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
柳
　
原
　
幸
　
一 

   B

瑞
宝
双
光
章
（
四
名
） 

　
元
秋
田
市
消
防
本
部 

　
　
　
消
　
防
　
監
　
佐
　
藤
　
昭
　
一 

　
元
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

　
　
　
消
　
防
　
監
　
宮
　
原
　
澄
　
夫 

　
元
本
荘
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部 

　
　
　
消
防
司
令
長
　
佐
々
木
　
勝
　
治 

　
元
横
手
平
鹿
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

　
　
　
消
防
司
令
長
　
畠
　
山
　
光
　
三 

B

瑞
宝
単
光
章
（
五
名
） 

　
元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

　
　
　
消
防
司
令
長
　
難
　
波
　
和
　
夫 

　
元
鹿
角
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部 

　
　
　
消
防
司
令
長
　
川
　
口
　
正
　
勝 

　
元
鷹
巣
阿
仁
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

　
　
　
消
防
司
令
長
　
戸
　
嶋
　
秀
　
雄 

　
元
二
ツ
井
藤
里
地
区
行
政
組
合
消
防
本
部 

　
　
　
消
防
司
令
長
　
石
　
川
　
　
　
稔 

　
元
五
城
目
町
消
防
本
部 

　
　
　
消
防
司
令
長
　
近
　
藤
　
貞
　
治 

  

平
成
二
十
二
年  

秋

の

叙

勲 

第
一
五
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 
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平
成
二
二
年
度

平
成
二
二
年
度 

消
防
団
長
等
幹
部

消
防
団
長
等
幹
部 

  
海
外
消
防
事
情
調
査

海
外
消
防
事
情
調
査（
ア
メ
リ
カ
コ
ー
ス
）に
参
加
参
加
し
て 
平
成
二
二
年
度 

消
防
団
長
等
幹
部 

  
海
外
消
防
事
情
調
査（
ア
メ
リ
カ
コ
ー
ス
）に
参
加
し
て 

　
平
成
二
二
年
一

〇
月
一
三
日
〜
二

一
日
ま
で
の
七
泊

九
日
の
調
査
団
の

一
員
と
し
て
ア
メ

リ
カ
コ
ー
ス
に
研

修
参
加
い
た
し
ま
し
た
。 

　
結
論
か
ら
申
し
ま
す
と
大
変
有
意
義
な

す
ば
ら
し
い
研
修
内
容
で
し
た
。
我
々
、

調
査
団
一
行
は
総
勢
一
七
人
と
少
数
で
し

た
が
、
毎
日
の
行
程
で
ア
メ
リ
カ
各
地
の

消
防
本
部
、
消
防
署
の
方
々
と
の
交
流
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の

消
防
は
、
都
市
部
で
は
常
備
化
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
都
市
部
以
外
で
は
、
自
分
の
職

業
を
持
ち
な
が
ら
火
災
・
災
害
等
に
出
動

す
る
人
達
で
運
営
す
る
義
勇
消
防
本
部
に

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
言
う
意
味
で
は
日
本
の

消
防
団
と
同
じ
で
す
が
、
消
防
自
動
車
、

救
急
車
に
は
必
ず
星
条
旗
を
掲
げ
、
作
業

服
に
張
っ
て
い
る
消
防
本
部
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
に
は
絶
対
の
誇
り
を
持
っ
て
活
動
に
あ

た
っ
て
い
る
彼
ら
の
消
防
に
対
す
る
意
気

込
み
と
責
任
感
に
は
、
日
本
の
消
防
団
よ

り
強
い
も
の
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
ミ
ネ
オ
ラ
消
防
本
部
、
コ
ネ
チ

カ
ッ
ト
義
勇
消
防
本
部
で
は
、
少
年
消
防

隊
員
が
お
り
、
一
四
〜
一
七
歳
く
ら
い
ま

で
の
若
者
が
大
人
と
一
緒
に
同
じ
消
防
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
一
八
歳

以
上
に
な
る
と
、
即
消
防
隊
員
と
な
り
、

地
域
住
民
の
安
全
を
守
る
活
動
を
行
う
日

本
で
云
う
消
防
団
員
に
な
る
と
い
う
こ
と

を
知
り
、
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
あ
の
広
大
な
地
域
を
少
な
い
人
数
で
守

る
、
そ
の
た
め
の
装
備
も
す
ば
ら
し
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
先
輩
（
老
人
）
達

の
自
負
心
、
郷
土
愛
が
伝
統
と
し
て
引
き

継
が
れ
て
い
る
様
は
、
真
に
我
々
日
本
の

消
防
団
と
同
じ
も
の
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。 

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
九
・
一
一
テ
ロ
の

悲
惨
な
現
場
跡
地
を
訪
れ
、
多
く
の
殉
職

し
た
消
防
の
仲
間
達
に
黙
祷
を
捧
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
の
森
林
消
防
局
で
は
航
空
機
（
総

数
五
二
機
）
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
は
度
肝
を
抜
か
れ

る
思
い
で
し
た
。 

　
毎
日
の
視
察
箇
所
が
国
際
交
流
の
場
と

な
り
ま
し
た
。
我
々
調
査
団
を
率
い
て
い

た
だ
き
ま
し
た
秋
本
団
長
（
日
本
消
防
協

会
理
事
長
）
の
ご
指
導
に
心
か
ら
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。 

　
最
後
に
消
防
団
幹
部
で
あ
る
皆
様
に
は
、

是
非
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

後
学
の
た
め
に
参
加
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
、
報
告
か
た
が
た
お
礼
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

鹿
角
市
消
防
団
長
　
黒
　
澤
　
文
　
男 

t星条旗を掲げた 
　レスキュー車両 

▲義勇消防本部の訓練の様子 
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地域の防災、災害対策に貢献Y

猿田興業株式会社 
秋田市山王六丁目10番９号  ＴＥＬ018（863）1551㈹ 

　　　猿田興業ビル７Ｆ  ＦＡＸ018（824）3651

森 田 ポ ン プ　　　ラ ビ ッ ト ポ ン プ 

桜ホース・ソフト吸管　　　消 防 被 服 一 式 

各 種 消 火 器　　　消 防 機 器 一 式 

株式会社　協　　　　　立 

株式会社　能代消防センター 

〒016-0846 能代市栄町12の3　 

TEL　(0185）（52）6361　 

（52）6494　 



初期消火は３分以内に！ 

　消火は最初の３分間が勝負です。 

　万が一、火が出たときは、初期消火に努めましょう。また、地震の際は、たとえ小さな揺れでも、必ず火

の始末をすることが大切です。 

　火が天井まで燃え広がったら、もはや素人では消火が困難ですから、あとは消防士にまかせて早めに避難

して下さい。 

行動１　早く知らせる 

 

 

 

 

 

 

 

™小さな火事でも一人で消そうと

しないことが大切です。 

™大声で隣近所に助けを求める。 

　声が出ない場合は、非常ベルや

音の出るものを叩いて下さい。 

™ただちに、119番通報を。 

行動２　早く消火する 

 

 

 

 

 

 

 

™ボヤのうちに消し止められるか

どうかが分かれ目となります。 

™消火器や水だけでなく、座ぶと

んや毛布など手近なものを最大

限に活用しましょう。 

 

行動３　速く逃げる 

 

 

 

 

 

 

 

™天井まで燃え広がったら、いさ

ぎよく諦めて、避難して下さい。 

™避難するときは、燃えている部

屋のドアや窓を閉めて空気を遮

断しておきましょう。 

™すみやかに行動して下さい。 

防災対策シリーズ② 火災対策

火元別初期消火のポイント 

初期消火の３原則 

油なべが燃え出したら 

¡まず、ガスの元栓を閉め、粉末消火器で油面を覆

うように噴射して下さい。 

¡水をかける、マヨネーズや

野菜を入れるのは厳禁。 

¡消火器がない場合は、鍋に

ふたをして空気を遮断する

か、水で濡らしたバスタオ

ルなどでなべ全体を覆いま

しょう。 

 

衣類に火がついたら 

¡ただちに床や地面に倒れて、転がりながら火を消

します。 

¡その後、さらに水をかぶ

って完全に消火して下さ

い。 

¡風呂場のそばにいるとき

は、湯船の残りの水を頭

からかぶるか、湯船の中

に飛び込みましょう。 

カーテンやふすまに火がついたら 

¡カーテン、ふすま、障子などは、火が燃え上がる

ときの通り道となります。 

¡天井まで燃え広がる前に、水や消火器で消火して

下さい。 

¡間に合わなければ、カ

ーテンはレールから引

きちぎり、ふすまや障

子は蹴り倒して、足で

踏んで消しましょう。 

 

石油ストーブから火が出たら 

¡消火器があれば、火元に向けて噴射します。 

¡消火器がない場合は、水に濡らした毛布や布をか

ぶせるか、バケツ一

杯の水を一気にかけ

て下さい。 

¡火が消えた後も、天

板の余熱で再発火す

るケースがあります

から注意しましょう。 

№682（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成22年12月15日（毎月１回15日発行）（６）



防災対策シリーズ⑨ 雪害対策 

雪下ろしと除雪機使用時のチェックポイント 

　記録的な大雪に見舞われた「平成18年豪雪」の際には、152名の方が亡くなりました。 

　その約４分の３は除雪作業中の事故が原因でした。 

　降雪量がそれほど多くない年でも、除雪作業中の事故で、多くの死者・負傷者が発生しています。 

　除雪作業の際には、安全への十分な注意が必要です。 

 1 作業は、家族、隣近所にも声かけて、２人以上で行いましょう。 

 2 命綱を確実に付け、滑りにくい履き物、ヘルメットを着用しましょう。 

 3 携帯電話も忘れずに携行しましょう。 

 4 屋根にかけたハシゴは、ふらつかないよう、 

 しっかりと固定しましょう。 

 5 屋根下に人はいませんか？ 

 特にお年寄りや子どもに十分注意しながら 

 作業しましょう。 

 6 雪を下ろすとき、軒先から下ろしていませんか？ 

 非常に危険です。上の方から下ろしていきましょう。 

 7 建物の周りに雪を残して、雪下ろしをしましょう。 

 8 晴れの日は屋根の雪がゆるんでいます。 

 晴れの日ほど要注意です。 

 9 低い屋根でも、油断は禁物です。 

10 雪下ろし開始直後と疲れたころは、特に慎重に作業しましょう。 

 1 マフラーなど機械に巻き込まれやすい服装で、作業はしないで下さい。 

 2 周りを確認して、除雪機に人を近づけないようにしましょう。 

 3 人や建物に雪がぶつからないように、投雪方向を確認しましょう。 

 4 除雪機に詰まった雪を取り除く際、ケガの原因となるので、 

  確実にエンジンを切ってから雪を取り除いて下さい。 

除雪機使用時のチェックポイント 

屋根の雪下ろしのチェックポイント 
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市
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催
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台
、
女
性
消
防
団
の
軽
可
搬
ポ
ン

プ
が
一
台
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